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お答えします

　　現在プロパンガスを使っているが、契約している会社とは別の会社が訪問してきて『基本料金が今より
500円安くなる』『使用料金の単価も安くなる』などと言って、プロパンガスの契約先を変更しないかと勧
誘された。解約によって、今使っているプロパンガスの供給設備の買取代金が発生するが「うちの会社が負
担する」とも言われた。ガス会社の変更をしようかどうか迷っている。このような業者は信用できるのか？

◆ 相 談 事 例

■困ったときの相談窓口は…
　◆上里町役場『消費生活相談窓口』（産業振興課農政商工係内［☎35―1232内2532］）
　　毎週金曜日、午前９時30分〜正午・午後１時〜３時30分
　◆消費生活支援センター熊谷［☎048―524―0999・FAX048-525-6316］

（土・日の相談窓口）　
　◆社団法人全国消費生活相談員協会［毎週土・日、午前10時〜午後４時　☎03―3448―1409］

【プロパンガスの料金のしくみ】
　プロパンガス料金は都市ガスや電気などの認可料金とは違い、ガソリンや灯油などと同様に自由料金です
ので、地域や販売店によって料金が異なります。プロパンガス料金は、ガスの使用量の多少に関係なく生じ
る「基本料金」と、ガスの使用量に応じてかかる「従量料金」で構成されています。これを２部料金制とい
いますが、ほとんどのプロパンガス世帯で採用されているものです。業者によっては、基本料金に含まれて
いた設備利用等料金を区別して、別立てとして徴収する３部料金制をとっているところもあります。

【契約上のポイント】
　販売店は新たにプロパンガス取引を始める際には、料金やその内容、設備の所有権などをわかりやすく書
いた書面を交付するよう、法律で義務づけられています。また業界団体の自主ルールで、店頭に料金表を備え、
問い合わせがあった場合はその料金表に基づいて説明することになっています。販売店を変えることは自由
ですが、変更の際には書面や契約書の内容を充分に確認して、現販売店への解約の申し出は、契約者自身が
行うようにしてください。契約解除の申し出を受けた販売店は、原則１週間以内にその販売店が所有してい
る供給設備を撤去することが義務づけられています。新しい販売店が勝手に設備などを取り外すと、現販売
店から思いもよらないガス設備代などの支払い請求を受けることがあります。必ず現販売店に撤去してもら
うようにしてください。

【こんな点に注意を！ － 他の相談事例から】
①契約を変更したが、勧誘時に約束した旧販売店のガス供給設備買取代金を負担してくれない…
　勧誘時の約束は、言った・言わないで争いになることがあります。契約時に書面で確約をもらっておくと
いいでしょう。
②新会社と契約した直後、なんだかんだと理由をつけて値上げされてしまった…
　このようなトラブルを防ぐために、契約時に一定期間は値上げをしないという確約を契約書に加えてもら
いましょう。
③新会社と契約したがやはり解約したいと申し出たら、思いがけない高額な解約料を請求された…
　新会社と契約するときは、解約するときに費用負担があるかどうかも確認しておきましょう。

　『今より安くなる』などの販売員のセールストークに惑わされることなく、自分でよく確認して考えてから
契約しましょう。困ったときや不安に思うことがあれば、お近くの消費生活相談窓口にお問い合わせ下さい。

プロパンガスの取引に注意！
　 消費者啓発・トラブル情報 63

　「プロパンガス料金が今の料金より安くなるから、プロパンガス会社を変更しませんか」、
と勧誘されたことはありませんか。
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（○印は休館日）

図書館カレンダー ３月

日 月 火 水 木 金 土
       1 
 2 3 4 5 6 7 8 
 9 10 11 12 13 14 15 
16 17 18 19 20 21 22 
23 24 25 26 27 28 29 
30 31 4/1

☎34－0455 155
蔵書検索ホームページ
http://www.lib.kamisato.saitama.jp

図書館・郷土資料館だより

町立図書館からのお知らせ

図書館『ベストリーダー』
　（平成19年４月〜20年１月までの

貸出回数ベスト３）
◆一般書
①ひとり日和
　（青山七恵：著／河出書房新社）
②名もなき毒
　（宮部みゆき：著／幻冬舎）
③東京タワー
　（リリー・フランキー：著／扶桑社）
◆児童書
①かいけつゾロリつかまる!!
②かいけつゾロリの
　　　　　　　にんじゃ大さくせん
③かいけつゾロリのテレビゲーム
　ききいっぱつ
　かいけつゾロリのドラゴンたいじ

（以上原ゆたか：さく・え／ポプラ社）
問合せ…町立図書館［☎34－0455］

きてみませんか？
◆子どもシアター
日　時…３月８日㈯、午後２時〜
作　品…アニメ
　　　　『ねずみくんのチョッキ』
◆くまさんのポケット
日　時…３月12日㈬・26日㈬、
　　　　午前11時〜
◆お話し会（カッコーの会）
日　時…３月15日㈯、午後２時〜
◆子ども放送局
日　時…毎月第１〜４土曜日
　　　　午前11時〜

◆裁判員制度がはじまります

　裁判員制度の実施が間近に迫っています。裁判員制度は、国民
のみなさんに裁判員として刑事裁判も参加していただき、裁判官
とともに、被告人が有罪か無罪か、有罪の場合どのような刑にす
るのかを決めていただく制度です。

◆原則として辞退できません

　裁判員は、毎年作成される裁判員候補者名簿の中から、事件ご
とにくじおよび裁判所における選任手続を経て選ばれます。裁判
員は原則として辞退することはできませんが、国民のみなさんの
負担が過重とならないように一定の範囲で辞退事由も定められて
います。
　裁判員制度へのご理解とご協力をよ
ろしくお願いします。なお、詳細は、
裁判所ホームページ（http://www.
saibanin.courts.go.jp）をご覧いた
だくか、問合せまでご連絡ください。

◆問合せ

　さいたま地方裁判所刑事訟廷事務室
　［☎048-863-4111内2351］

〜あなたの声が、社会を変える力になります！〜
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　２月１日㈮、『With　You　さいたまフェステバル』初日
において第3回さいたま輝き荻野吟子賞表彰式が行われ、上
里町女性会議がさいたま輝き荻野吟子賞（団体の部）を受
賞されました。
　女性会議は、上里町の男女共同参画の推進に大きく寄与さ
れ、町に県の男女共同参画推進施設の誘致を目指した署名活
動、陳情活動を行うなどの積極的な活動を展開、現在はこの
施設を拠点として活動し、地域に根ざした男女共同参画の推
進に尽力されていることが評価され受賞となりました。

　高度熟練技能者である竹内清一郎さんが製作したステンレ
ス燈籠が上里町に寄附され、２月14日㈭に設置された神保
原駅南ロータリーで除幕式が行われました。
　燈籠は高さ3.65ｍ・重さ約１t、仕事の合い間を見て約３年
半かけて製作されたそうです。竹内さんは『自分で製作した燈
籠が地元に設置されるなんて感無量です。みなさんに見てもら
うのが楽しみで、いろいろなものをつくっています。これから
も何かよいものを残したいです。』と話してくれました。
　神保原駅南ロータリーのシンボルとなるステンレス燈籠、
みなさんぜひご覧ください。

◆さいたま輝き荻野吟子賞とは…
　平成17年度に埼玉県が、日本で最初の公認女性医師となった「荻野吟子」にちなみ、女性と男性が個性と能力
を発揮し、あらゆる分野に対等に参画することができる男女共同参画社会づくりを推進するとともに、郷土の偉人
である荻野吟子を顕彰するため創設したものです。

上里町女性会議が
「第３回さいたま輝き荻野吟子賞」を受賞

神保原駅南口にステンレス燈籠が
寄附・設置される

　１月27日㈰、多目的スポーツホールで第19回上里町子ど
も会郷土かるた大会が、低学年・高学年あわせて231チーム・
804名の参加で行われました。
　低学年は『かみさと郷土かるた』を、高学年は『彩の国
21世紀郷土かるた』を使って競技が行われ、読まれる絵札
を真剣に取り合う白熱した戦いが繰り広げられました。

●大会結果
優　勝
　三町Ｂチーム
      （岩本　綾野・富沢　優奈・岩間　咲樹・児玉知可子）
第２位
　勝場Ａチーム
　　（大澤　有紀・塚越　梨奈・佐鳥日香里）
第３位
　三町Ｅチーム
　　（澁澤　峻平・永尾　拓也・髙杯　　翼・権田　貴大）

第19回上里町子ども会郷土かるた大会

三町Ｂチームのみなさん
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　１月20日㈰、上里町多目的スポーツホールで、児玉地域
ボランティア連絡協議会主催による「防災ボランティア講座
〜いざ！という時のためにともに学ぼう!!」が行われました。
　約80名の参加者は、AED（自動体外式除細動器）の使い
方やケガの応急手当の方法を学び、また起震車で新潟県中
越地震などの揺れを体験しました。参加した皆さんからは、
実際に体験することでとても勉強になったとの声が聞かれ
ました。

児玉地域防災ボランティア講座

　２月１日㈮、ワープ上里で平成19年度人権講演会・児玉
地区人権教育研修会『長田百合子先生講演会』が行われま
した。
　当日は、『親子のきずなと子どもの人権』をテーマとし講
演が行われました。集まった約350名のみなさんは、真剣
な表情で長田先生の話に聞き入っていました。

人権講演会『長田百合子先生講演会』

　２月10日㈰、ワープ上里でレクリエーション協会・第１
回交通安全カラオケ祭りが行われました。
　参加者は、日ごろ鍛えた自慢の歌声を披露し、会場内は
素晴らしい雰囲気に包まれました。また昼休みには本庄警
察署交通課長による講話が行われ、交通安全を呼びかける
話に耳を傾けました。

レクリエーション協会・第１回交通安全カラオケ祭り

スポーツ大会の結果

第２回小学生バレーボール交流大会
  （１月19日㈯、上里町民体育館）

ブロック優勝　七本木ＪＶＣ

ブロック優勝　賀美小ＪＶＢ

乾武神流川太鼓・若草
和太鼓演奏会　〜春爛漫〜
日時
　４月５日㈯
　開場：午後１時
　開演：午後１時30分

会場
　ワープ上里

入場料
　500円
　※３月８日㈯からワープ上里で販売します。

主　催　乾武神流川太鼓

後　援　上里町教育委員会、上里町勤労文化協会

問合せ　ワープ上里［☎34－0488］
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善意をありがとう

ご協力ありがとうございました

社会福祉協議会１月分寄付者

上里町社会福祉協議会［☎33̶4232］

高橋秀夫氏 1,414円

天田貴夫氏 5,000円

ダンス喫茶プロムナード 10,000円
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よ
り
要
審
査
︶

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
﹃
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ︵
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
︶﹄

と
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
確
定

申
告
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡

単
に
提
出
で
き
る
便
利
な
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵http://w
w
w
.nta.go.jp

︶
の
﹃
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
﹄
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ

ン
で
確
定
申
告
書
や
青
色
決
算
書
、

収
支
内
訳
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近

く
の
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆３月の開庁日
[夜間（午後９時まで）]
　３月５日㈬・17日㈪・25日㈫
[休日（午前８時30分～正午）]　
　３月９日㈰

※夜間は庁舎西入口（夜間入口）より
　お入りください。

◆窓口・問合せ
　税務課収税係
　［（１階西側）☎35－1220内1121］

◆お知らせ◆
税の納付は便利、確実な
『口座振替』のご利用を！

納税窓口
夜間・休日開庁のお知らせ

(納付のみ）

税務通信税務通信
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
等
の

廃
車
手
続
を

申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
へ

◆平成20年１月30日分

指名競争入札の結果 ※単位は円。金額については消費税込み
の契約金額です。

工　　事　　名 落札金額 落札業者

①
平成19年度　神保原駅南土地区
画整理事業街路舗装工事

 8,767,500 木村工業㈱

②
平成19年度　上里公共下水道事
業汚水管渠築造工事（８工区）

 8,610,000 上建材工業㈱

ご
利
用
下
さ
い
！

　
　
　
『
ｅ

−

T
ａ
ｘ
』

関根町長も『e-Tax』で
申告を行いました
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ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
農
産
物
販
売

︵
22
日
︶
Ｙ
ｅ
ｓ
！
プ
リ
キ
ュ
ア

５　

Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
！
シ
ョ
ー
、︵
23

日
︶
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ

ン
シ
ョ
ー
な
ど

費
用
⋮
入
園
料
が
必
要

※
当
日
は
、
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ

ョ
ッ
プ
優
待
カ
ー
ド
提
示
で
、

大
人
︵
中
学
生
以
上
︶
通
常
１

１
０
０
円
、
子
ど
も
６
０
０
円

を
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
、
３
０

０
円
に
割
引
を
し
ま
す
。
乗
物

券
・
フ
リ
ー
パ
ス
も
割
引
が
あ

り
ま
す
。

※
優
待
カ
ー
ド
の
配
布
に
つ
い
て

は
、
上
里
町
役
場
福
祉
子
ど
も

課［
☎
35
︱
１
２
３
６︵
直
通
︶］

ま
た
は
埼
玉
県
福
祉
部
少
子

政
策
課
︵
☎
０
４
８
・
８
３

０
・
３
３
４
３
︶
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
⋮
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
大
宮
支

店
［
☎
０
４
８
︱
６
４
９
︱
５
２

５
５
］、
む
さ
し
の
村
［
☎
０
４

８
０
︱
61
︱
４
１
２
６
］ 

15

おしらせコーナー
日
時
⋮
３
月
15
日
㈯
、
午
前
10
時

〜会
場
⋮
七
本
木
公
民
館

対
象
⋮
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

︵
小
４
以
上
は
１
人
で
の
参
加
も

可
︶

講
師
⋮
長
谷
川
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク

ー
ル

定
員
⋮
15
組
︵
先
着
順
︶

参
加
費
⋮
１
人
３
０
０
円

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
七
本
木
児
童

館
［
☎
35
︱
１
３
５
６
］

応
募
資
格
⋮
町
内
在
住
で
農
家
以

外
の
方

開
園
場
所
⋮
上
里
町
大
字
三
町
９

２
２
︱
１
、
８
２
６
︱
３

貸
付
面
積
⋮
１
区
画
50
㎡

貸
付
金
額
⋮
年
間
３
０
０
０
円

貸
付
期
間
⋮
平
成
20
年
４
月
１
日

〜
平
成
22
年
２
月
28
日

貸
付
条
件
⋮
①
建
物
や
工
作
物
を

設
置
し
な
い
こ
と
、
②
営
利
を
目

的
と
し
て
作
物
を
栽
培
し
な
い
こ

と
、
③
転
貸
し
な
い
こ
と
、
④
そ

の
他
詳
細
は
町
特
定
農
地
貸
付
規

定
に
よ
る

申
込
期
間
⋮
３
月
11
日
㈫
〜
19
日

㈬
︵
土
日
除
く
、
定
員
に
な
り
次

第
締
切
︶

申
込
方
法
⋮
直
接
産
業
振
興
課
農

政
商
工
係
で
申
し
込
む
︵
申
込
書

は
農
政
商
工
係
窓
口
に
設
置
、
印

鑑
持
参
の
上
来
庁
︶

問
合
せ
⋮
産
業
振
興
課
農
政
商
工

係
［
☎
35
︱
１
２
３
２
内
２
５
３

１
］

日
時
⋮
３
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮
、

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
︵
21
日
は

午
後
６
時
ま
で
︶

会
場
⋮
ワ
ー
プ
上
里
ホ
ー
ル

対
象
⋮
両
手
で
弾
け
る
方

※
ピ
ア
ノ
教
室
の
練
習
等
で
の
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
員
⋮
20
名
︵
１
名
１
時
間
・
先

着
順
︶

参
加
費
⋮
無
料

申
込
⋮
３
月
８
日
㈯
、
午
前
９
時

よ
り
ワ
ー
プ
上
里
に
て
電
話
受
付

問
合
せ
⋮
ワ
ー
プ
上
里
［
☎
34
︱

０
４
８
８
］

日
時
⋮
３
月
８
日
㈯
〜
19
日
㈬
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

会
場
⋮
神
保
原
公
民
館
・
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
前
ホ
ワ
イ
エ

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
神
保
原
公
民

館
［
☎
34
︱
１
７
２
７
］

　

上
里
町
陶
ク
ラ
ブ
と
焼
物
ク
ラ

ブ
合
同
の
作
品
展
を
行
い
ま
す
。

日
時
⋮
４
月
８
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
日
㈮
午
後
３
時

会
場
⋮
上
里
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
⋮
陶
芸
ク
ラ
ブ
事
務
局

［
☎
33
︱
３
１
８
５
］

日
時
⋮
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
、

午
前
10
時
〜
正
午

会
場
⋮
神
保
原
公
民
館

対
象
⋮
小
学
４
年
生
以
上

内
容
⋮
習
字
の
基
本
か
ら
一
般
作

品講
師
⋮
鈴
木
勝
美
氏

定
員
⋮
15
名
︵
先
着
順
︶

準
備
⋮
書
道
用
具
、
半
紙

申
込
⋮
３
月
20
日
㈭
ま
で

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
書
道
教
室
事

務
局
［
☎
33
︱
６
３
５
８
］

日
時
⋮
３
月
15
日
〜
４
月
12
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
︵
全
５
回
︶、

午
後
２
時
〜
４
時

会
場
⋮
上
里
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

参
加
費
⋮
無
料

準
備
⋮
運
動
が
で
き
る
服
装

問
合
せ
・
申
込
⋮
上
里
町
太
極
拳

連
盟
事
務
局［
☎
24
︱
２
４
４
０
］

　
﹁
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
﹂

っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
こ
れ
は
、

中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
ま
た
は

妊
娠
中
の
方
が
い
る
御
家
庭
に
配

布
さ
れ
る
﹁
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ

ョ
ッ
プ
優
待
カ
ー
ド
﹂
を
協
賛
店

舗
で
提
示
い
た
だ
く
と
、
割
引
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ

プ
の
協
賛
店
の
１
つ
で
あ
る
﹁
む

さ
し
の
村
﹂
で
、
パ
パ
・
マ
マ
応

援
シ
ョ
ッ
プ
が
集
ま
っ
て
、
一
日

出
店
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま

す
。

　

こ
の
日
限
り
の
お
得
な
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
優
待
カ
ー

ド
を
持
っ
て
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時
⋮
３
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
⋮
む
さ
し
の
村
︵
加
須
市
志

多
見
１
７
０
０
︱
１
︶

内
容
⋮
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ

プ
出
店
、
警
察
車
両
展
示
、
フ
リ

教
室
・
募
集

　

イ
ベ
ン
ト

〜
春
の
ラ
ン
チ
を
作
ろ
う
！
〜

七
本
木
児
童
館

『
お
や
こ
料
理
教
室
』

〜
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
、野
菜
づ
く
り
！
〜

『
町
民
農
園
』利
用
者
募
集

神
保
原
公
民
館

『
第
１
回
水
彩
画
教
室
作
品
展
』

パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　

in
む
さ
し
の
村

ワ
ー
プ
上
里

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
無
料
指
弾
会

　
『
あ
な
た
も
ピ
ア
ニ
ス
ト
！
』

上
里
町
陶
芸
作
品
展

書
道
教
室

太
極
拳
教
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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おしらせコーナー
日
時
⋮
３
月
８
日
㈯
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場
⋮
か
み
さ
と
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

内
容
⋮
﹃
自
分
の
体
を
知
ろ
う
﹄

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予

防
に
つ
い
て

※
握
力
、
下
肢
筋
力
、
血
圧
等
の

測
定
も
行
い
ま
す
。

講
師
⋮
木
下
修
氏︵
理
学
療
法
士
︶

参
加
費
⋮
無
料

共
催
⋮
上
里
町

問
合
せ
⋮
家
族
介
護
教
室
事
務
局

［︵
か
み
さ
と
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

内
︶
☎
33
︱
７
０
７
０
］

　

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
就
職
に
必
要
な
知
識
や
技
能

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
職
業
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
次
の
科

目
で
募
集
を
行
い
ま
す
。

科
目
⋮
機
械
科︵
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
︶

対
象
⋮
概
ね
35
歳
ま
で
の
求
職
者

訓
練
期
間
⋮
１
年

受
付
期
間
⋮
４
月
２
日
㈬
〜
23
日
㈬

選
考
日
⋮
４
月
30
日
㈬

合
格
発
表
⋮
５
月
７
日
㈬

入
校
月
⋮
平
成
20
年
８
月

選
考
方
法
⋮
面
接

問
合
せ
⋮
県
立
熊
谷
技
術
専
門
校

［
☎
０
４
８
︱
５
３
２
︱
６
５
５
９
］

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
幹
部
候
補
生
】

応
募
資
格
⋮
日
本
国
籍
を
有
し
、

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
︵
22
歳

未
満
の
方
は
、大
卒
見
込
み
含
む
︶

受
付
期
間
⋮
４
月
１
日
㈫
〜
５
月

12
日
㈪

試
験
日
⋮
５
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

【
予
備
自
衛
官
補
】

応
募
資
格
⋮
︵
一
般
︶
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
方
、︵
技
能
︶
18
歳

以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53

歳
〜
55
歳
未
満
の
方

受
付
期
間
⋮
４
月
14
日
㈪
ま
で

試
験
日
⋮
４
月
19
日
㈯

問
合
せ
⋮
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
［
☎
０
４
８
︱
５

２
２
︱
４
８
５
５
］

　

中
学
校
新
卒
者
は
も
ち
ろ
ん
、

高
校
卒
業
の
資
格
を
取
り
た
い
社

会
人
の
み
な
さ
ん
や
一
度
高
校
を

あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
方
の
入
学

を
歓
迎
し
ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
ぶ
意
欲
さ
え
あ
れ

ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。

授
業
時
間
⋮
午
後
５
時
35
分
〜
８

時
45
分

募
集
期
間
⋮
４
月
中
旬
ま
で

問
合
せ
⋮
児
玉
高
等
学
校
定
時
制

［
本
庄
市
児
玉
町
八
幡
山
４
１
０

・
☎
72
︱
１
５
９
１
］

試
験
区
分
⋮
Ⅰ
類
男
性
・
女
性
、

Ⅱ
類
男
性
・
女
性
、
Ⅲ
類
男
性
・

女
性
︵
高
校
卒
業
見
込
み
者
を
除

く
︶、
国
際
捜
査
Ⅰ
類
︵
ス
ペ
イ

ン
語
・
タ
イ
語
・
中
国
語
・
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
︶、
武
道
・
体
育
指
導

Ⅰ
類
︵
柔
道
・
剣
道
︶

受
験
資
格
⋮
Ⅰ
類
↓
大
学
を
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
で
29
歳
ま
で
の

方
、Ⅱ
類
↓
短
大
ま
た
は
専
修
学
校

︵
２
年
制
以
上
の
専
門
課
程
︶等
を

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
で
19
〜
29

歳
の
方
、Ⅲ
類
↓
Ⅰ
・
Ⅱ
類
に
該
当

し
な
い
方︵
高
校
卒
業
見
込
み
者
を

除
く
︶で
18
〜
29
歳
の
方
、国
際
捜

査
Ⅰ
類
↓
Ⅰ
類
の
受
験
資
格
が
あ

り
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
語
学

力︵
受
験
言
語
︶堪
能
な
方
、武
道
・

体
育
指
導
Ⅰ
類
↓
Ⅰ
類
の
受
験
資

格
が
あ
り
、一
定
の
要
件
を
備
え
卓

越
し
た
技
術
を
有
す
る
方

申
込
受
付
⋮
４
月
18
日
㈮
ま
で
持

参
ま
た
は
郵
送︵
当
日
消
印
有
効
︶

第
１
次
試
験
日
⋮
５
月
11
日
㈰

問
合
せ
⋮
本
庄
警
察
署
［
☎
22
︱

０
１
１
０
］・
上
里
交
番
［
☎
33

︱
６
５
８
８
］

①
指
定
管
理
者
の
指
定

管
理
者
名
⋮
㈱
東
庄

指
定
期
間
⋮
平
成
20
年
４
月
１
日

〜
平
成
23
年
３
月
31
日

②
休
館
日
の
変
更

休
館
日
⋮
毎
週
月
曜
日
︵
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
︶、
年
末
年
始

︵
12
月
30
日
〜
１
月
１
日
︶

③
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
㈫

問
合
せ
⋮
余
熱
利
用
施
設
﹃
湯
か

っ
こ
﹄［
☎
22
︱
８
１
２
６
］

日
時
⋮
３
月
27
日
㈭
、
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
４
時

会
場
⋮
上
里
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

問
合
せ
⋮
人
権
共
生
課
［
☎
35
︱

１
２
４
４
︵
直
通
︶］

　

町
民
環
境
課
町
民
係

 

３
月
の
日
曜
窓
口
開
庁
日

 

３
月
９
日

（日）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

◆
取
扱
事
務

・
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行

・
印
鑑
登
録

生
活
情
報

第
５
回
家
族
介
護
教
室

自
衛
官
募
集
案
内

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

平
成
20
年
度
入
校
生
募
集

平
成
20
年
度
第
１
回
警
察
官
採
用
試
験

余
熱
利
用
施
設

『
湯
か
っ
こ
』か
ら
の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員

『
無
料
人
権
相
談
』

〜
働
き
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！
〜

埼
玉
県
立
児
玉
高
等
学
校

定
時
制
生
徒
募
集
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ひとのうごきひとのうごきひとのうごき

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう

お悔やみ申し上げますお悔やみ申し上げます

お子さんの写真を募集中です！
　あなたの写したお子さんの写真をこの
コーナーに掲載しませんか？
　希望者は総務課[☎35－1234]まで

（
右
か
ら
）

仲
原　

穂ほ

の

か

乃
花
ち
ゃ
ん
（
７
か
月
）

本
郷
一
の
仲
原
文
仁
・
淳
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

山
口　

夢ゆ

い苺
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

長
浜
町
の
山
口
浩
治
・
泰
恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん

小
出　

衣い

音お
ん

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

金
下
の
小
出
聡
史
・
瑞
恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん

山
口　

優ゆ

ら良
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

本
郷
一
の
山
口
泰
史
・
美
由
紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん

『
仲
良
し
女
の
子
４
人
組
で
す
。

  　
　

こ
れ
か
ら
も

　
　
　
　
　

 

元
気
に
育
っ
て
ね
！
』

ひとのうごきひとのうごきひとのうごき

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう

お悔やみ申し上げますお悔やみ申し上げます

ひとのうごきひとのうごきひとのうごき

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう

お悔やみ申し上げますお悔やみ申し上げます

町の人口（平成20年２月末日現在）
　総人口…３１，９９６人	［＋ 69］
　　男　…１５，９２１人	［＋ 27］
　　女　…１６，０７５人	［＋ 42］
 世帯数…１１，４０８世帯	［＋ 41］
　　（カッコ内の±は前月比）
出　生…２２　　死　亡…２５
転入等…１７０　転出等…９８

 行政区分 　　　氏　　名　　 	保護者等
［金　　下］	 西　田　菜

な

　那
な

	 丞
［西　　金］	 小　林　侑

ゆう

　叶
と

	 理人
［天　　神］	 富　岡　玲

りょう

　大
た

	 克巳
［東　　堤］	 冨　澤　真

まな

　仁
と

	 貴志
［立　　野］	 茂　木　月

るの

　碧
あ

	 優
	 新　井　麗

れ

　王
お

	 宏
［立 野 南］	 須　田　空

くう

　凱
が

	 始
	 山　中　陽

はる

　心
み

	 隆寛
［本 郷 一］	 中　島　智

ち

　駿
はや

	 智明
［本 郷 二］	 星　野　　　彩

あや

	 祐一
［本 郷 三］	 小　林　栞

かん

　奈
な

	 努
［三　　田］	 荒　屋　桃

もも

　花
か

	 浩紀
	 飯　野　心

み

　優
ゆ

	 貴弘
	 大　嶋　桃

も も の す け

之助	 龍二
	 横　塚　大

たい

　志
し

	 乃彰
［三　　軒］	 辰　巳　芽

め

　愛
い

	 誠
	 塚　本　心

み

　麗
れい

	 勲
［久保新田］	 澁　澤　悠

ゆう

　真
ま

	 伸彦
［西原町西］	 天　田　　　葵

あおい

	 敦
［一 丁 目］	 根　岸　心

み

　美
み

	 豊
［忍　　保］	 竹　内　周

しゅう

　次
じ

	 憂
（２月中の出生届より）

 行政区分	   氏　　　名　　	 年齢
［金　　上］	 天　田　忠　志	 （８９）
［内　　出］	 岩　田　卓　子	 （７６）
［天　　神］	 荒　井　サカ子	 （８１）
［真　　下］	 小　暮　と　く	 （９１）
［下　　郷］	 藤　村　　　健	 （２２）
［西　　大］	 蓮　　　明　三	 （７８）
［東 大 北］	 内　田　さ　と	 （８７）
	 関　谷　正　木	 （９２）
	 角　田　德太郎	 （８３）
	 吹　井　正　二	 （９４）

［並 木 沖］	 金　子　イト子	 （８２）
［丹蔵石倉］	 武　笠　幸　子	 （８１）
[三　　田]	 馬　渡　順一郎	 （７５）
	 横　山　八　郎	 （７４）
[三　　軒]	 押　見　シ　カ	 （９８）
[二 丁 目]	 江　口　登世美	 （５１）
[三 丁 目]	 金　井　チ　ヨ	 （８７）
[宮 本 町]	 小　渕　良　一	 （７８）
	 藤　野　て　る	 （８１）
[忍　　保]	 福　田　礼　治	 （７９）

（２月中の死亡届より）

※掲載を希望されない方は、届出時に窓口また

は総務課庶務係［☎35―1234内3222］まで

お申し出ください。
問合せ　町民環境課町民係
　　　　［☎35―１２２４内線１３２３］


